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これまでの研究内容（坊向 伸隆）

これまでの研究対象は 部分多様体, リー群・リー代数および対称空間である.
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部分多様体とは 3次元ユークリッド空間 R3 内の滑らかな曲線や曲面を一般化した概念である. そ

の研究を進める上で 要となる概念は “第二基本形式”といえる. 『宇宙から見れば 地球は丸い』と

いう文章に於いて,「宇宙」が全空間と呼ばれる概念に相当し,「地球」が部分多様体に相当し,「宇

宙から見れば」が第二基本形式に相当している. “全空間から見れば 丸い部分多様体”を数学的に定

式化すれば それは全臍的部分多様体 (totally umbilical submanifold)という概念になる. この概念を

一般化することにより, 等方的部分多様体 (isotropic submanifold)の概念にたどり着く. 『階数 1コ

ンパクト対称空間 M が実空間形 (球面, ユークリッド空間, 実双曲型空間の総称)内の部分多様体に

なっていると仮定する. このとき, その第二基本形式が平行であるならば M は等方的部分多様体に

なる. しかしながら, M が等方的部分多様体であっても その第二基本形式が平行になるとは限らな

い』という事実がある. この事実は次の問題を提起する:

問題 階数 1コンパクト対称空間が実空間形内の等方的部分多様体である時, その第二基

本形式が平行になるための十分条件は何か ?

論文 (4), (5) (前田定廣氏との共著), (6), (7), (8), (10), (11)では, 平均曲率に関する不等式や余次元

に関する不等式を用いて 上記問題に解答を与えた.

リー代数とは ブラケット積と呼ばれる付加構造を備えたベクトル空間である. その典型例として

結合 (的)代数が挙げられる. 例えば, n次の実行列全体がなす集合 gl(n, R) や n次の実交代行列全体

がなす集合 o(n) などは結合代数になるため それらはリー代数といえる. リー代数をリー群の一次近

似とみなすことができる (例えば, gl(n, R) は実正則行列全体のなすリー群 GL(n, R) の, o(n) は実直

交行列全体のなすリー群 O(n) のそれぞれ一次近似である). そのため, リー代数の研究とリー群のそ

れは相互依存しているといえる. リー群の随伴表現または随伴軌道の研究は リー群とリー代数の理

論がもっとも交差している. 論文 (3)では, 実半単純リー群の楕円 (随伴)軌道を決定する方法を紹介

した. これをシンプレクティック幾何の観点から見れば, 半単純擬ケーラー等質空間に対する分類問

題の解決方法を紹介したとも云える.

リーマン対称空間とは, “その空間上に直立した人がいるならば, その人がどの方向を向いていよう

とも 目前と後頭部に映る景色が同じ空間”といえる. この言葉が指すように, リーマン対称空間とは

かなり強い制約条件を課された空間である. しかしながら, 強い制約条件が課されてるがゆえに 空間

としては扱い易い. 例えば, 単位開円盤に代表されるジーゲル領域や, 複素射影空間に代表される複

素グラスマン多様体などはすべてリーマン対称空間である.

2/3



論文 (2)では, リーマン対称空間を一般化した概念である擬リーマン対称空間の一つのクラスである

擬エルミート対称空間と楕円 (随伴)軌道の関係を明らかにし, 楕円軌道の観点から 擬エルミート対

称空間を分類した. また, 論文 (1) (野田知宣氏との共著)では, パラ・エルミート対称空間と擬エル

ミート対称空間の関係を明らかにしている. この論文は ケーラー多様体または擬ケーラー多様体と

パラ・ケーラー多様体を結ぶ小さな一つの掛け橋を与える.

以上

3/3


